
 【問い合わせ先】 
大月市総務部企画財政課 
大月市大月2-6-20 

 電話：0554-23-5011 

 

大月市内の民間賃貸住宅を利用する 
新婚世帯に対し、 

月１万円、最長２４カ月間を限度に 
家賃助成金を交付します。 

 



市内の民間賃貸住宅を利用する新婚世帯に、 
家賃助成金を交付します。 

事業期間 

令和２年４月１日～令和７年３月３１日まで（５年間） 

助成対象者 

次の４つの要件をすべて満たしている者が対象となります。 
 

①令和２年４月１日以降、新たに賃貸借契約を締結し、大月市内の民間賃  

 貸借住宅に入居した、婚姻の届出の日から３年以内の新婚世帯の者。 

②市税等の滞納がない者。 

③生活保護法の規定による住宅扶助、その他の公的制度による家賃補助等を 

 受けていない者。 

④この制度による助成を受けたことがない者。 

助成額 

◎月額の家賃から住宅手当を控除した額に２分の１を乗じた額 

（月１万円を上限とし、千円未満は切り捨て） 
 

  例）家賃月額８万円、住宅手当月１万円の場合 

    →月額家賃８万円－住宅手当１万円＝７万円 

     ７万円／２＝３万５千円 

     ただし、上限は月１万円なので、助成額は１万円 

※助成金は予算の範囲内で助成します。予算がなくなり次第終了となりま  

 すので、あらかじめご了承ください。 

助成金の対象期間、請求、交付 

・助成対象期間は、助成開始月から２４カ月を限度とします。 

 （※助成開始月は、助成金交付決定日からとなります。） 

・年度をまたぐ場合は、再度申請が必要となります。 

・助成金の請求及び交付は、原則として年に２回です。 

①４月から９月までの分 → ９月１日から９月３０日までの間に請求書を 

              市へ提出してください。 

②１０月から翌年３月までの分 →翌年の３月１日から３月３１日までの間 

                に請求書を市へ提出してください。 

 

 



【用語解説】 

（1）新婚世帯  

  交付申請をする日において、婚姻の届出の日から３年以内の夫婦が存在する世帯。 

（2）民間賃貸住宅 

  新婚世帯が自己の居住の用に供するために、賃貸借契約を締結した市内の住宅をいう。 

  ただし、次に掲げるものは除く。 

   ア 公営住宅及び雇用促進住宅 

   イ 社宅、官舎、寮等の給与住宅 

   ウ 借上公共賃貸住宅 

   エ 申請者の１親等の親族が所有している住宅及び賃貸住宅 

   オ 短期賃貸住宅（賃貸借契約の期間が１年未満の住宅をいう。） 

（3）家賃  

  賃貸借契約に定められた賃借料の月額をいう。ただし、共益費、管理費及び駐車場使 

  用料等、直接住宅の賃貸料とはならないものを除いた額とする。 

4・5・6・7・8・9月 
交付 
請求 10・11・12・1・2・3月 

交付 
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（例１）助成額１万円で、令和２年４月に入居し、４月中に交付開始となった場合 

  ①令和２年９月交付請求時  月額１万円×６ヶ月分（４月～9月）＝６万円 

  ②令和３年３月の交付請求時 月額１万円×６ヶ月分（10月～3月）＝６万円 

交付額及び対象期間の例 

（例２）助成額１万円で、令和２年７月に入居し、７月中に交付開始となった場合 

  ①令和２年９月交付請求時    月額１万円×３ヶ月分（７月～９月）＝３万円 

  ②令和３年３月の交付請求時   月額１万円×６ヶ月分（10月～３月）＝６万円 

  ③期間終了時          月額１万円×３ヶ月分（４月～６月）＝３万円 
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（例３）助成額１万円で、令和３年３月に入居し、３月中に交付開始となった場合 

  ①令和３年３月の交付請求時 月額１万円×１ヶ月分（３月）＝１万円 

  ②令和３年９月の交付請求時 月額１万円×６ヶ月分（４月～９月）＝６万円 

  ③期間終了時         月額１万円×５か月分（１０月～２月）＝５万円 

R2.4 R2.9.1～9.30 R3.3.1～3.31 

R2.7 R2.9.1～9.30 R3.3.1～3.31 期間終了時 
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請求 

4・5・6・7・8・9月 
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10・11・12・1・2月 
交付 
請求 

         

R3.3 R3.3.1～3.30 R3.9.1～9.30 期間終了時 

※年度をまたぐ場合は、再度申請が必要です。 



～助成金の申請から交付までの流れ～ 

市内の民間賃貸住宅に入居 

①助成金の交付申請 （申請者→市） 

「大月市新婚世帯家賃助成金交付申請書（様式第１号）」と以下の書類を大
月市企画財政課へ提出してください。（郵送可） 
 

 ①世帯全員の住民票の写し 

 ②市税等に滞納がないことの証明書（納税証明書又は非課税証明書） 

 ③戸籍謄本（※本籍地の市区町村で取得してください。） 

 ④賃貸借契約書の写し 

 ⑤住宅手当が確認できる書類 

③交付決定 （市→申請者） 

 審査の結果、申請の内容が適当と認められた場合、交付額を決定し、「大
月市新婚世帯家賃助成金交付決定通知書」を申請者に送付します。 

（※交付決定日が助成開始月となります。） 

④助成金の請求 【年に２回】 （交付決定者→市） 

 交付決定通知書を受領しましたら、年に２回の期間（第１回：９月１日～
末日、第２回：翌年３月１日～末日）の間において、「大月市新婚世帯家賃
助成金交付請求書（様式第３号）」に納税証明書を添えて、大月市企画財政
課へ提出してください。（郵送可） 

⑤助成金の交付 （市→交付決定者） 

 請求書の内容を確認した上で、指定された口座に助成金を振り込みます。 

※この助成金は、所得税法における雑所得に該当します。税金の申告につ 

 いては税務署へご相談ください。 


